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青少年健全育成指導事業
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Ａ 縮小
直接青少年に対し反映若しくは具体的展開が見られない団体への補助は、削減見直しをした。尚、２１年度以降、子供の心を育む体験
活動推進事業補助については補助金額の削減と数年後廃止する方向で地域理解を求めていく。平成１９年度から区長会等で方針説明
もした。２０年度中に再度説明と理解を求める。（各地域で反対意見が多発）尚、いがまち青少年を育てる会事務局について、支所総務
課へ２１年度から移行予定。【２１年度教育委員会内部組織改革方針によっても変化する】
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地方債の区分と充当率等

青少年を育てる会事務局を支所総務振
興課へ移行予定。今後の当該予算目
の実質所管は生涯学習課で執行
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青少年の育成に関する地域の生活環境の確保のための監視や指導については、市の関与が必要であるため、今後も活動
を行う団体に対する支援は継続する。補助支援をすることにより、より地域市民との関わりと地域市民参画を得られ,地域全
体で幅の広い層の参加と事業活動が展開でき有効である。

昨年度の実績数より体験活動事業参加者数が増加してきている。体験活動等に参加をすることにより、個人の意識高揚に
つながる。地道な地域活動を続けることで参加者を増し、健全育成の環境づくりとなる。

計画事業は実施できた。

補助金額が多いから効果が上がるものではなく、質の高い活動を求める必要がある。こどもの心を育む体験活動推進事業
については、地域での会費等負担の増額を促進させ、補助金の削減を図る。
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平成１８年度 決算内容

地域内パトロールを行うことにより、青少年の非行防止に役立つ。
青少年のレクリエーション活動の機会の提供と、地域の子どもへの
体験学習の機会の提供により、より一層の健全意識が高まる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

28

・いがまち青少年を育てる会に対する補助
夏季夜間パトロール、保育園児対象の鈴虫取り体験会、家庭教
育講演会の実施、体験教室の実施、スキー教室の実施
・子供の心を育む体験活動推進事業補助
２８地域での青少年健全育成活動
・青少年健全育成指導補助（声かけ指導ー柘植駅を守る会）

本来、形になって効果として現れる性格の事業ではない
が、活動を通して、地域が家庭、学校と連携された活動が
出来る。
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